
環境保護活動指針 

本指針は、「日立電線企業行動基準」の基本理念を体し、当社の事業活動にかかわる

環境問題への取り組みに対する行動の基準を示すものである。 

地球環境問題は人類共通の重要課題との認識のもとに、環境との調和を経営の
最優先課題の一つとして、全社をあげて取り組む。 
 
環境問題を担当する役員及び部署は、環境保護推進体制の整備、環境関連規定
の整備、負荷削減目標の設定などにより環境保護活動の推進・徹底を図る。 
また、環境監査により活動を確認して維持向上に努める。 
 
地球環境問題解決に関するニーズを的確に把握し、これに対応する高度で信頼性
の高い技術及び製品を開発することにより社会に貢献するよう努める。 
 
製品の研究開発・設計の段階から生産、流通、使用、廃棄などの各段階における
負荷を低減するよう配慮する。 
 
事業活動によって生じる環境への影響を調査・検討し、環境負荷を低減するよう
保全性、省エネルギー、省資源等に優れた技術・資源の導入を図る。 
 
国際的環境規制並びに国、地方自治体などの環境規制を遵守するにとどまらず、
必要に応じて自主基準を策定して環境保全に努める。 
 
海外事業活動及び製品輸出に際しては、現地の環境に与える影響に配慮し、現地
社会の要請に応えられる対策を実施するよう努める。 
 
従業員の環境への意識向上を図るとともに、広く社会に目を向け、幅広い観点からの
環境保護活動により社会に貢献する。 
 
万一、事業活動によって環境問題が生じた場合は、環境負荷を最小化するよう適
切な措置を講ずる。 
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日立電線は、１９９３年３月「日立電線環境保護行動指針」を制定しました。この指針を基本に、 

社内の環境保全に取り組んでいます。 

環境保護行動指針 

1972年 

 

１９７４年 

 

１９９１年 

 

１９９３年 

環境推進センタ設置 

 

省エネルギー活動開始 

 

環境防災整備推進本部設置 

 

「環境保護行動指針」制定 
環境ボランタリプラン策定 

１９９７年 

 

１９９８年 

 

１９９９年 

 

２０００年 

ISO14001 ３事業所で認証取得 
ＲＤＦリサイクルプラント稼動 

環境配慮製品の取り組み開始 

 

ISO14001 全事業所で認証取得 

 

関係会社環境会議発足 
廃電線回収リサイクルシステム構築 
 

環境保護活動の歩み 
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